
令和３年 ２月号 

発行：宮崎県楠の会 ＮＰＯ法人ＫＨＪ全国ひきこもり家族会連合会 

 

■宮崎市 2021年２月２１日(日)  １３時半～１５時半 早めに終わります。                    

   《会 場》 無料  宮崎市民プラザ ４階  中会議室  

   《参加費》 無 料 
           ●対象者： 家族、支援者、ひきこもりの本人    

           ●お問い合わせ先  宮崎県楠の会事務局  090-9603-8780 (植田)                           

           ※ コロナ対策お願いします。 会場が使えない場合は中止です。     

 宮崎県内におけるコロナウィルス感染者数が1日で105人になったことから、宮崎県独自の

緊急事態宣言により、１月の公共施設等が閉鎖になりました。楠の会の例会も１２月に引き続

き、１月も中止を余儀なくされました。２月は会場の都合で第三日曜日になります。何とか開

催できることを祈ります。皆様もどうぞご注意ください。 

 

1月に予定していたＫＨＪジャーナル「たびだち」を、みんなで読み合わせしながら、それぞ

れのご家庭のこれからについて考えてみましょう。 

コロナによって、変わったことはありますか? 

【たびだち編集部より】 
 

 2020年もたびだちをご購読をありがとうございます。毎号感想をいただき励みになっていま

す。2021年の「たびだち」は、全国のひきこもり当事者たちにもオンラインで編集会議に入って

もらい、皆の意見を生かした誌面づくりに励みます。 

 日ごろ、家庭の中で家族や本人が見ている風景を「しんどくても決して1人ではないよ」とい

う思いにして、広く社会に伝えていきたいと思っています。 

 家族会の皆さんも、コロナ禍の生活で「こんな発見があった」とか「こんな幸せを感じてい

る」とか、「こうしたら家族関係が改善した」、あるいは「うちの子は、就労しないけど、こう

いう（表現）活動をしている」など、どんな小さなことでも、意見やアイデア、情報提供などが

あれば、お問い合わせでも構いませんので、「たびだち」編集部宛てにお知らせください。   
 

  本年もどうぞよろしくお願い申し上げます。 

                                                                                          たびだち編集部  tabidachi@khj-h.com 

                                                         広報担当理事：池上正樹   

                                                           編集事務局：永由、塙、上田 

mailto:tabidachi@khj-h.com
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【寄 稿】 

 NHKEテレ「親の隣が自分の居場所 

   ～小堀先生と親子の日々」をみて 
       Ｍ・Ｚさん(楠の会会員のお母さん) 
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存
先
を
親
か
ら
違
う
人
に
変
え
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 在宅での終末医療を担う小堀鷗一郎医師。訪問先

には、社会とのつながりをなくし、親に寄り添う中

高年の子どもの姿がありました。仕事を持たず、家

にこもる人達。しかし、親の介護に関わっていくこ

とで、心に変化が起こります。 

 この番組は、小堀先生に導かれ、父の看取りを担

うことになった50代の男性と末期がんの90代の父親

の日々を描きながら、子どもが自分の居場所を見つ

けていく姿を描いた番組です。 

この中の50代の男性、茂章
しげあき

 さんは20代で挫折を経

験し、それ以来精神が不安定になり、ほとんど自宅

で過ごしてきました。母親は、すでに自転車事故で

亡くなっており、父親と二人の生活。しかし、父の

病気と老衰が一気に進み、親との別れが近づいてい

る現実を前に、茂章さんの心は不安定になり、一時

入院することになりました。 

 しかし、最後は息子のそばで、息子に手を握って

もらって死にたいと願う父親の思いを強く感じた小

堀医師は、父親のために息子を退院させることにし

ました。そのためには、茂章さんには一切介護の負

担がかからないように、介護の専門スタッフをお父

さんに付けることにしました。 

 小堀先生が茂章さんに期待することは、お父さん

のそばにいること。「あなたは何もしなくていい。

そこにいてくれるだけでお父さんは幸せなのだか

ら」と伝えました。そばに座る息子を見て、「こん

な幸せなことはない」と笑顔の父親。 

 何かができなくとも、お互いの存在がお互いを生

かしているのだと思いました。人は人によって生か

されているのです。親子に寄り添う専門スタッフの

支えで、二人の幸せな時間が過ぎていきます。そん

なとき、茂章さんがポツリとつぶやきました。「母

の最期にはそばにいられなくて心残りだったから、

父が亡くなる時は出来る限りそばにいてやりたい」

と。そこには、父との別れを受け止めた茂章さんの

姿がありました。「父には、最後まで穏やかに、そ

して少しでも長生きしてほしい」と。それからは、

スタッフに教わりながら、震える手で胃ろうの介護

に挑戦する茂章さんの姿がありました。それこそが

彼の居場所の見つかった瞬間でした。この親子は、

小堀先生や周りのスタッフの見守りの中で、宝物の

ような親子の時間を過ごすことができました。 

 私はこの番組を見て、いろいろな気づきがありま

した。今まで「娘が自立して社会に出るまでは、死

んでも死にきれない」と、こうあるべきという考え

にとらわれて、自分自身の不安から、娘を叱咤激励

し、追い詰めていたように思います。娘に必要だっ

たのは、「大丈夫、そのままでいいよ」の言葉と、

安心して生きていける居場所だったのだと気づきま

した。今私にできることは、社会とつながり、人と

つながることだと思っています。つながってさえい

れば、きっと助けてくれる人がいる。親亡き後、娘

が途方に暮れることはないと、信じて生きていこう

と決めました。家族の形にも、看取りにも様々な形

があっていいのだと思うことができました。いつか

訪れるであろう看取り。その時が

来ても、希望の光はある。 

そう思えたこの番組に 

とても感謝しています。 

※
《
道
草
を
く
い
な
が
ら
》
は 

群
馬
県
太
田
市
の
ひ
き

こ
も
り
の
会
「
太
田
道
草
の
会
」
の
「
し
ゃ
べ
り
場
だ
よ

り
」
を
一
冊
の
冊
子
に
ま
と
め
た
も
の
を
宮
崎
県
楠
の
会

に
贈
っ
て
い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。 



Page ５ 

  

★都城支部だり 
   

 ■令和3年２月の「都城例会」は 
   《日時》 ２月９日(火)  

        13時30分～１５時30分 
   

《会場》 都城市社会福祉協議会 

 

申込み・詳細は堀江さん  090-4581-5152 

宮崎県ひきこもり地域支援センター

（宮崎県総合保健センター４階精神保健福祉センター内）     

  〒880-0032 宮崎市霧島１丁目１－２ 

 専門の相談員が常駐し、親身になって相談に応じ

てくれます。楠の会会員も多数相談に訪れていま

す。みなさんも、一度足を運んで見られてはいかが

でしょうか。 

■電話相談   

  ０９８５－２７－８１３３ 

  ０９８５－４４－２４１１ 

   ※受付時間 ８：３０～１７：００ 

■来所相談 電話相談の後、予約して来所。 

■訪問支援 本人の状況や気持ちに合わせます。 

■家族教室開催 各地保健所 

一度登録すれば、親に何かあった時、必ず相

談に乗ってもらえます。勇気を出して相談に

行きましょう。秘密は厳守されます。 

ＫＨＪ宮崎県楠の会・居場所のお知らせ 
  

 宮崎県楠の会では居場所を開設しています。  

    皆さんの参加お待ちしてます。 

  

◆対 象 ひきこもり、ニート、発達障害、   

     精神障害等生きづらさを感じている  

     当事者、経験者のみなさん。 

 

◆日 時         ｐｍ２時～５時  

 

◆会 場 南宮崎駅前アーケード内  

     レインボー教室内 

    (宮崎市大淀4丁目5-25) 

◆担当者 下り藤
さがりふじ

 さん 

   

◆問い合わせ・連絡先  090-5385-7651 

 ２月20日(土) 

★日南支部だより 
   

 ■令和3年２月の「日南例会」は 
    《日時》 ２月20日(土)  

         13時30分～１５時30分 

     《会場》 まなび ピア (木山２丁目)  

       申し込み・詳細は田中さんまで・・・。 

            電話 090-5949-8843 
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※
ラ
ン
ド
セ
ル
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人
、
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も
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は
大
学
生

に
な
り
ま
し
た
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学
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で
の
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打
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で
活
躍
し
て
い
ま
す
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 相談、家庭訪問  090-9603-8780 
 ◆相談電話《無料》  
 面談の方はあらかじめ植田までご予約ください。 

    ※緊急の場合はいつでもご相談ください。 

 ◆家庭訪問《有料》（アウトリーチ）を行っています。  

   ご家族としっかり面談を重ねながら行います。 

   希望者は、お電話をください。    

ニュース会員約110名 

援助会員約80名 

ホームページは 

宮崎県「楠の会」で  

KHJ全国家族会「みやざき楠の会」 

〒880-0944 

宮崎市江南４丁目９-９ 植田方 

電話   090-9603-8780(植田) 

ひきこもりの子を持つ親の会 

発行：宮崎県楠の会 

検索 

ク
リ
ッ
ク 

◆「宮崎県楠の会」若者就労支援  (賃金あり)          

 ・イオンアイカルチャーの清掃 

 ・郵送作業 

 ・宮崎市の公園清掃 
       090-9573-7199 担当佐川 

公園清掃 

イオン清掃 

イオン清掃 

郵送作業をお手伝い

いただける方を 

募集中です。 

１０時から宮崎市民

プラザ３階です。 

公園清掃 

   

 郵送作業 

  日程!! 

 2/26(金) 
 10時～12時 

公園清掃 

日 月 火 水 木 金 土 

 1 2 
 

3 4 5 6 
 

7 8 

 
9 10 11 12 13 

14 
 

15 
 

16 17 18 19 20 
 

 

21 22 
 

23 
 

24 25 
 

26 
 

27 
 

28 

 
 

 
     

 

コロナには気を付けて 

お過ごしください。 

「丑吉」より 

公園清掃 

公園清掃 

公園清掃 

日南例会 

宮崎例会 

宮崎居場所 

都城例会 公園清掃 

公園清掃 

公園清掃 

郵送作業 

 きをつけ
てね! 


